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℻

カイツブリは「県鳥」であり、また、滋賀県看護
協会のロゴマークにも使用されています。今回
県民向けの広報誌を発刊するにあたり、県民の
みなさまと看護職の「輪」が広がればよいと考え
「かいつぶりのわ」と名づけさせて頂きました。

「かいつぶりのわ」
の由来
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プレコンセプションケアの取り組み紹介
滋賀県の取り組み

《目指す姿》 県民が妊娠・出産・育児について正しい理解を深め、全ての子どもが
心身ともに健やかに生まれ育つことができる（滋賀県保健医療計画）

●キャラクター“ぷれこんちゃん”作成 ●ぷれこんチャンネル／クイズ動画作成
県民県民のみなさんが“プレコンセプションケア”を知っている

学校におけるプレコンセプションケアの推進
●健康教育資材の活用（中学校・高校）／講師派遣

若者への啓発／将来子どもを望む人が、生活習慣の改善等の行動を取れるようになる
●企業へのプレコンセプションケア講師派遣　　●プレコンセプションケア外来（AMHとカウンセリング等）
●大学生へのプレコンセプションケアの啓発　　●企業アプリ活用　　●関係団体への研修

公益社団法人 滋賀県看護協会 ― 住み慣れた地域で健康に暮らせるために ―

三方良し精神で  看護の力で

滋賀を元気に！
2026. 3

第8号
今回の
テーマ こどもまんなか社会の実現に向けて

プレコン
セプションケア
についても考えよう

看護協会のマスコット
「かんごちゃん」

●滋賀県看護協会「看護の将来ビジョン」より

穏やかに
死を迎える
ことへの支援

健やかに
生まれ育つ
ことへの支援

健康に暮らす
ことへの支援

緊急・重症な
状態から回復する

ことへの支援住み慣れた
地域に戻る
ことへの支援

疾病・障がいと
ともに暮らす
ことへの支援

県民の皆さまが
輝ける健やかな

滋賀の実現をめざして

看護職は
人々の生涯にわたり６つの点から
さまざまな場で支援しています

滋賀プレコンチャンネル
https://www.pref.shiga.lg.jp/
kensei/koho/tvshiga/344340.html
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看護師を目指したきっかけ
私が看護職を目指したきっかけは、
新型コロナウイルス蔓延にあります。
当時私はSNSを通じて医療現場が崩
壊寸前であったことや、医療者への
偏見があったことを知りました。その
時に、疲弊しきってなお、新型コロナ
ウイルス感染のリスクを背負いなが
ら医療従事者の一員として働く母親
の姿を見て、強い憧れを抱きました。
それ以来自分も医療従事者の一員と
して多くの患者を救いたいという思
いが徐々に強くなっていき、看護師を
目指したいと思うようになりました。

私は家族に自分が看護師として働く姿を
見せたことがありません。そんな中、子供
が同じ道を選択するとは予想していませ
んでした。時代とともに様々な職業が自
動化し消えていく中、看護師という仕事
は人間が存在する限りなくならないと思
います。看護師の看という字は手と目で
見るという成り立ちがあります。誰に対し
ても手を差し伸べ、その人の思いに寄り
添える優し
い看護師に
なってほし
いです。

共に看護職として働く喜び

母と祖母が看護師として働く姿は、幼いころから私の
憧れでした。祖母は大きな電車事故の際、非番にも
かかわらず迷わず現場に駆けつけ救護とドクターヘ
リでの搬送活動をしたそうです。困っている人を放っ
ておけない、祖母の温かい使命感。また、いつも患者
様に優しく寄り添う母の姿を見て、私も自然とこの道を
目指したいと思うようになりました。今は手術室で働いてい
ます。命をお預かりする現場は責任も大きいですが、それ以上に大
きなやりがいを感じています。家族から受け継いだ看護への大切な想いと誇
りを胸に、これからも私らしく、看護師として成長してきたいと思っています。

看護師を目指した理由と今の想い

母に憧れ看護師の道
を志しました。同じ病
院で働けることを励み
に、患者さんに寄り添

う看護を大切にしていきます。

私は、正職員として勤務した後、育児期
間に合わせて臨時雇用（外来勤務）へ
働き方を変更しました。そして、現在再
び正職員として病棟の勤務をしてい
ます。看護師として働く子供の姿にも
刺激を受けながら、看護の仕事の楽し
さをバネに、これからも頑張っていきたい
と思います。

親子でつながる看 護職
『こどもまんなか社会』は、子どもたちの権利を守り、心身ともに健やかに
成長できる社会を目指すことです。

長女からその夢を聞いたのは、保育園の卒園式のことでした。その思いは揺らぐことなく、長女は看護学校へ進学し、いつしか
２歳下の次女も同じく看護の道を選んでくれました。もちろん、良いことばかりではありません。学生時代の実習では、自信をな
くしてしまう娘たちの姿もあり、母として気持ちは手に取るように分かりました。けれど、私にできたことは、お弁当を持たせて
送り出すことくらいでした。そして２年前、次女も無事に卒業。勤務を合わせてくれた長女とともに、次女の卒業式に出席できた
時の感動は、今でも昨日のことのように思い出されます。今では二人とも、病棟で働く４年目と２年目のナースです。休みが合う
日は一緒に出かけ、娘たちの様々な話に耳を傾ける時間が、私にとっての幸せになっています。患者さんを思いやる姿に触れる
たび、医療が進歩し看護技術が変わっていく中でも、「看護の心」は変わらないのだと感じます。昭和の根性論が通用しないと
か、今どきのゆとり世代だと言われることもありますが、娘たちはしっかりと患者さんを思う「看護の心」を持っています。これか
らも、痛みを抱える患者さんに寄り添える看護師として、親子で日々成長していけたら、そんな思いで毎日を過ごしています。

大きくなったら、ママみたいな看護師さんになりたいです。

看護師を目指したきっかけ
　　　私は小さいころから看護師にやりがいを感じて働
く母の姿を見ており、夜遅くの病院からの呼び出しに飛
び出していく姿などがかっこいいと感じ、看護師を目指そ
うと決めました。また、大学1年生のころから看護補助者
としてアルバイトをさせていただき、学校では、文章や人
形などでしか経験できずに技術の習得などに苦労してい
たのですが、このアルバイトを行ったことで患者さんとの
距離感やコミュニケーションの取り方を学ぶことができ、
看護師のあり方を自分の中で描くことができました。

来年からは憧れだった母と同
じ職場で働くということで、母
の姿を追いながら患者に寄り
添うことができる看護師を目
指していきたいと思います。

働くことができる喜び

現在、看護学校に入学して2年目になります。看護師を目指した理由
は、幼いころから病院で働いている母の姿を間近で見ながら私自身も
人を笑顔にできるような看護師になりたいと思ったからです。卒業後に

は、母と姉と同じ職場で地域の方々
に寄り添った看護を提供できる
よう頑張りたいと思います。

イラスト：大橋 彰子
辻 恵さん / 辻 愛美さん
滋賀県立総合病院

齊藤 智美さん / 齊藤 律樹さん
《母勤務先》医療法人弘英会
　　　　　 琵琶湖大橋病院

安藤 由美子さん / 市立長浜病院

国領 久美さん（母） / 東近江敬愛病院
国領 彩華さん（長女）
　大津赤十字病院勤務 入職4年目
国領 華鈴さん（次女）
　済生会滋賀県病院勤務 入職1年目

野﨑 紀子さん（母） / マキノ病院
野﨑 侑実さん（娘） / 入職１年目
野﨑 実聖さん（娘） / 滋賀県堅田看護

専門学校 ２年生

加藤 みづ紀さん
公立甲賀病院 手術室勤務

水長 真由美さん（母） / 彦根市立病院 
水長 亜佳莉さん（娘） / 聖泉大学4回生
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こどもまん なか社会
実現に 向けて

ハッピー♡マタニティライフ講座の様子

パパ♡ママ思いやりシート記入中のご夫婦

竜王町こどもまんなか会議の様子

出産の説明や
授乳のお手伝い
をします。

赤ちゃんは
お風呂大好き
ですよ。

大切ないのちに
ついて子どもたち
への授業

プレパレウッド（CT検査） 手術前オリエンテーション

こどもに
わかりやすい
工夫をしています

夫婦の対話でもっと笑顔に！！
　長浜市では子育て世帯が子育ての不安や悩みを和らげ、子育ての
孤立を防げるよう、地区担当保健師（子育てコンシェルジュ）が妊
娠中から子育て期まで切れ目ない支援を行っています。
　妊娠中から出産後の生活をイメージし、夫婦で協力して楽しんで
子育てできるよう「パパ♡ママ思いやりシート」を活用し、夫婦が対
話しお互いを理解することを勧める取り組みをしています。

　このシートは普段はなかなか言えない感
謝や尊敬の気持ちを言葉にしたり、家庭の家
事・育児の役割分担を話し合えるようになっ
ています。
　ハッピー♡マタニティライフ講座（妊娠中
の過ごし方や出産後の生活を考える教室）や
個別相談の際に活用をお勧めしています。

保健師活動では、すべての親子が健やかな心と体を育めるよう、
妊娠期～産前産後～育児期まで切れ目のないサポートを行っています。

●母子健康手帳
　発行面談
●妊婦相談・訪問
　など

●新生児・乳児・
　産婦訪問
●赤ちゃんサロン
　など

●乳幼児健診
●子育て相談
●親子教室
　など

助産師の活動
長浜市のとりくみ

竜王町のとりくみ町ぐるみで
こどもまんなか社会

訪問看護ステーション

ちょこれーと。

小児看護で大切にしていること
●こどもの成長発達や権利を大切に～　

●こどもの持っている力を引き出し、
その子らしさを大切に～

●治療や医療ケアを必要とするこどもと
ご家族が、共に安心して生活をおくることが
できるように、地域との連携を大切に～

看護師の活動
滋賀県立
総合病院の
とりくみ

小学校・病院での様子

子どもを「真ん中」に何事も
全力で一緒に楽しむことで、楽し
い！がどんどん連鎖していくと
日々感じて
います。 『ちょこらんど　　万博2025』での様子 
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滋賀医科大学

「プレコンセプションケア」に焦点を当てた
滋賀医大での助産学生の取り組み

滋賀医科大学実践看護学講座（母性看護・助産学）  教授  立岡 弓子

大学の
プレコンセプションケアの
取り組み 若者への啓発・将来子どもを望む人が、

生活習慣の改善等の行動を取れるようになる。

聖泉大学

滋賀県立大学

　滋賀医科大学助産師課程では、将来の妊娠にむけた

健康行動への取り組みを視野に入れた「プレコンセプ

ションケア（PC）」を、思春期世代に伝える活動を積極的

に展開しています。

　この活動を始めて約10年が経とうとしています。近年、

若者の妊孕性※に関する知識不足や、SNSを通じた不確

かな情報の拡散が課題となるなか、高校生が自分を大切

にできる考えを持てること、ライフプランについて考える

ことをふまえた健康教育を実施している点が大きな特徴

です。

　学生たちは、滋賀県の思春期健康教育事業と連携し、

高校1年生を対象にPCの概念をわかりやすく伝える講座

を企画しています。講座では、思春期の身体の変化、適正

体重や生活習慣、性感染症、避妊、HPVワクチン、そしてラ

イフプランなど、将来の健康と妊孕性に関わる幅広い

テーマを扱っています。特に、クイズやロールプレイを取

り入れた能動的学習方法は、学生の理解を深めるうえで

効果的であり、講座前後のアンケートではPCの理解度が

大きく向上している成果をおさめています。

　助産師学生が高校生と直接対話しながら授業を進め

る取り組みにもトライしており、「自分の身体を大切にす

ること」「将来の人生設計を考えること」の重要性を、より

身近な言葉で伝えることができています。高校生からは

「初めて知ったことが多かった」「将来について考えるきっ

かけになった」といった声が寄せられています。

　助産学生による健康講座は、年に５回を超える開催と

なり、最近では直接大学に講演依頼がくるまでになりま

した。

※「妊孕性（にんようせい）」とは …… 妊娠のしやすさを示しており、男女問わず妊娠に関わる機能を表す言葉

滋賀医大 助産学生による健康講座（水口高校にて）

パパ・ママに寄り添う
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